
 
 

 

携帯サイトです。ブック
マークに登録を！

連絡先

　　〒899-4301　鹿児島県霧島市国分重久2105-1

　　　　　TEL/FAX　0995-45-7800

　　　　　http://m-jidouclub.com/krijidouren-index.htm

Ｎｏ．４３

２０１５年４月１０日

　２０１５年４月から子ども・子育て支援新制度が施行され、市町村
で制定した基準条例と「放課後児童クラブ運営指針」にそって実施さ
れていくことになります。
　運営指針は、これまでの「放課後児童クラブガイドライン」を見直
し、３月３１日付けで各自治体に通知されています。（同封資料：局
長通知「『放課後児童クラブの運営指針』の策定について」を参照下
さい。）
　県連ニュースＮｏ．４２（2015年2月10日号）でお知らせした２０
１５年度の補助単価案について、学童保育にかかわる予算では内閣府
に申請する「子ども・子育て支援交付金」（運営費など）と、「子ど
も・子育て支援整備交付金」（旧・放課後児童クラブ整備費）のふた
つとなります。
　また、指導員の認定資格研修や現任研修の補助金は、厚生労働省に
申請する「子ども・子育て支援対策推進事業費」という補助金となり
ます。交付金等の申請にかかわるスケジュールについて
　「子ども・子育て支援交付金」の事前協議の締切は、５月中旬
　「子ども・子育て支援整備交付金」の事前協議の締切は、５月下旬
　　指導員の研修費である「子ども・子育て支援対策推進事業費補助
　　金」の事前協議の締切は、４月下旬
という日程になっています。
　各自治体では、４月新年度を迎えて子ども・子育て支援新制度に基
づく予算編成作業と申請（事前協議）の作業に入ります。その作業を
急ぐよう、そして確実に放課後児童クラブ事業に予算が確保できるよ
う、各自治体に働きかけをお願いします。

鹿児島県と資格認定研修で検討会の場を持ちました

 
 

  ▼2015年３月１０日内閣府主催「子ども・子育て支援新制度
　説明会」での配布資料－学童保育に関する資料
　①地域子ども・子育て支援事業について ②子育て支援員研
　　修について ③放課後児童クラブについて
　　以下からダウンロードできます。
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/administer/setsu
meikai/h270310/index.html

  
  

「放課後児童クラブ運営指針」と
　　　　認定資格研修の詳細内容が示されました！

3/17 全国児童福祉主管課長会議
3/24 「第９回放課後児童クラブの質の　
　　　　向上のための研修企画検討会」
が開かれました。

 
▼予算編成に関わる資料（同封しました）
１，放課後児童健全育成事業等の実施について
　（厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知：雇児発0401 第14号 2014年4月1日）

２，2015年度の放課後児童健全育成事業の補助単価・案

▼「放課後児童支援員等の処遇改善事業」について
　関心が高かった「開所時間延長支援事業」は、次の４点が改善されま
した。
　①事業名が、「放課後児童支援員等処遇改善事業」となりました。
　②「一日６時間以上」の開設を、基準に合わせて「一日３時間以上」
　　としています。
　③「常勤」の定義を示しており、勤務時間や雇用形態ではなく、仕事
　　内容による定義としています。（地域や関係機関との連携が重視さ
　　れ、子どものいない時間に連携を図る仕事に携わる等が想定されて
　　いるようです）
　④賃金アップの仕方等については、「実施主体」が決めるのではなく
　　「事業者」が決めて良いとなりました。

　「認定資格研修」は、「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準」が省令で公布されたことを受けて、都道府県が実施して
いくことになります。３月２４日に１６科目２４時間研修の講義内容
を国が示しました。
　多くの科目が、「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準」「放課後児童クラブ運営指針」に記載されている内容にもとづ
いて学び、理解を促すものとなっています。

【都道府県と区市町村、事業者の役割】
◆都道府県の役割……「より専門的な知識・技術が求められるものや
　　管内の多くの放課後児童クラブで共通の課題になっているものが
　　想定されるが、区市町村と連携して、放課後児童クラブ全体のレ
　　ベルアップが図られるような体制の整備に努める必要がある」
◆区市町村の役割……「放課後児童クラブの日常的な活動の中から生
　　じる課題や困難な事例などに適切に対応するためのより実践的な
　　知識や技術等の共有を図るための研修内容が想定され、その内容
　　によっては、いくつかの区市町村が合同で実施するなど、効果的
　　な実施方法を検討していくことが求められる」
◆事業者の役割……「事業者の責務として、職員の資質の向上のため
　　の研修機会の確保義務を担わせて、第一義的に事業者の責任の下
　　で、各種の研修に参加させなければならないこと」

　鹿児島県でどのように進めていくのか、２月２０日鹿児島県の少子
化対策室と鹿児島県保育連合会、鹿児島県児童クラブ連絡協議会を交
えて検討会の場が持たれました。講義や講師等の詳細については、今
後も検討・企画委員会を持っていくことになっています。
▼鹿児島県の方針と考え方
　(1) 資格認定研修は、９月と２月を予定。
　(2) 平日４日間。鹿児島市内２か所、離島を１か所予定。
　(3) 申込み等の手続きは、市町村の窓口で行うようお願いする。
　(4) 研修の企画委員会を作る。
　(5) 事務委託予定。

 

６月１４日(日) 県連絡会総会と記念講演会を開催します

○日  時　2015年６月１４日(日) 13:30～16:30

○会  場　鹿児島市「県青少年会館・大ホール」　　

　     　（鹿児島市鴨池新町1-8　TEL 099-257-8226）

◆第9回県連総会　　　　　　　　　　13:30～14:00

◆総会記念講演会　　　　　　　　   14:30～16:30

　講 師　永松　範子さん（神奈川県横須賀市指導員）

　テーマ：学童保育指導員の専門性と資格

　　　　　～子どもにとってよりよい学童保育を！(仮)

お 知 ら せ



 

 

・初めて参加させていただきました。子
　育ての難しさ、大変さを改めて実感し
　ました。一人ひとりの子どもに対する
　声かけ配慮など、常に考えて行動しな
　ければならないということを学ぶ事が
　でき、よかったと思います。
・自分がなにげなく使っている「早くして」
　は、子どもたちをいつの間にか追いつ
　めてしまっていることを知りました。　
　「学童は、自分そだての一角を子どもた
　ちがになっている」という言葉が、心
　に残りました。子どもや自分自身も共
　に成長できる学童をつくりあげていき
　たいです。
・優しく、思いやりを持ち、子どもたち
　と過ごしたいと思いました。自分も育
　つこともできるとの考えが、とても勉
　強になりました。保護者や子どもたち
　の語りの場面を大切にして、今後に生
　かしたいです。
・子どもの背後にいろんな状況のあるこ
　とを理解して、子どもに接していく。
・私自身も長年教師をし、定年退職した（３
　年前）者ですので、お話しされる内容、
　感じられている事、全く同感です。人間、
　生きているからには、いくつになって
　も世の中を見、知り、考え、自分育て
　をしなければと思います。
・貴重な教育相談の事例を出していただ
　き、１回切りの相談相手ではなく長期
　にわたって支援を続けられていられる
　事を知り、とても大切な仕事をされて
　いらっしゃるのだなと思いました。学
　童に来る子どもの中にも不登校が長く
　続いていて、小学校を卒業して気になっ
　ていた子どもに久しぶりに会いました
　が、何と声をかけて良いのか、考えさ
　せられました。母親に会ったときに子
　どもさんの様子を聞いてはいましたが、
　笑顔が見れなかったことがとても心配
　です。
・「６５歳になる自分が成長する努力をし
　ていないのに、なんで子どもに言うこ
　とができるのか」という、先生の言葉
　に心を打たれました。自分自身を振り
　返りました。

・子どもに早く、早くを言ってしまう自分
　でした。子どもの気持ちになっての指
　導を心がけて行こうと思います。
・子どもたちの抱えている背景がはっきり
　見える時はいいのですが、「どうなのか
　なー？」と思うときもあります。聞い
　て構わないようであれば聞いています。
　話されてホッとされる保護者の方に会
　うと、よかったなーと思います。「子ど
　もは一人ひとり違う」を頭に接してい
　けたらと思います。
・よく子どもたちに“早く○○しなさい”
　と言ってしまいます。その言葉が子ど
　もにとってキツイ言葉で、子どもを追
　いたたせてしまっているのだというこ
　とを、今日の講演で知ったので、日頃
　の言葉かけを見直すいいきっかけにな
　りました。保護者のかわりに子どもが
　安心して学童で過ごせるように、子ど
　も一人ひとりとしっかり向き合って、　
　自分自身も子どもとともに成長してい
　きたい、成長できる環境作りを心がけ
　たいと思いました。
・私も子どもたちに対し、「早くして」と
　いう言葉を使わないよう気をつけてい
　るのですが、日々の慌ただしい生活の
　中でつい「早くして」と言ってしまい、
　「しまった…」と後悔することが多々あ
　ります。もっと子どもたちが過ごしや
　すく、指導員に対してもホッとできた
　り、何でも話せるような環境作りをし
　ていかなければ、と思いました。子ど
　もを育てるということは、子どもに‘育
　ててもらう’ということと同じだとい
　うことを胸に、子どもと互いに尊重し
　合えるようになりたいです。
・子どもたちは、それぞれ違う、皆一緒と
　は思わないこと。子どもの背景には大
　人の生きにくさがある。早くしなさい
　は、子どもにはきついことである。ホッ
　として、甘えたいと思う子どもたちを
　受け止める。話を聞くなかで、いろい
　ろと考えさせられました。自分が成長
　する努力が必要であると、今日から心
　にとめていきたいと思います。

②

■基調講演（濱田健一さんの講演）は、
　いかがでしたか？
・心に残る言葉の数々を頂きました。私自
　身も毎日、子どもたちとともに成長して
　いけるように自己研鑽に努めたいと思い
　ます。世の中のことすべてはつながって
　いる。社会事象と関連づけて全てを考え
　ていきたいと思います。
・日々忙しさ、あわただしさの中で流され
　てしまうことを反省しました。
・とても良い講演を聴かせていただきまし
　た。人間は、ひとりひとり違うというこ
　とや、「早くしなさい」ということばを
　なるだけ使わないよう、明日からの指導
　に生かしていきたいと思います。
・自分自身が日々成長し、そして得たこと
　など子どもに伝え、また子どもから教え
　てもらう、忘れていたことを勉強させて
　もらいました。
・相談の７～８割がお母さんの子育て、生
　き方に不安ということにはビックリしま
　した。
・子育て、子育ちは親によって良い方向に
　変えることができるし、逆に悪い方向に
　向くこともあるということを知り、子ど
　もは親をとても良く見ているんだなと思
　いました。相談の７～８割が子育てに対
　する不安だと聞き、ほとんどの親が子育
　てに悩みながら、子育てに頑張ってより
　よい子育てができるように一生懸命に　
　なっていて、私たち学童で働く者は、子
　どもだけでなく親の支援も必要であると
　感じました。
・講演を聞いて心に残った言葉は、子ども
　に対して「早くしない」はよくないとい
　うことです。「早くしなさい」というと
　子どもはオドオドしてしまうと聞いて、
　反省しました。宿題をしていない子ども
　に対して「早くしなさい」と使ってしまっ
　ていました。よくない言葉を話していた
　んだと改めて気づくことができました。
・教育相談活動を通して子どもたちだけで
　なく、その周囲の関わる人にも様々な悩
　みが生まれることが理解できた。また、
　日常の何気ない自分の言葉に、何か感じ
　ているであろう子どもたちのことも頭に
　おいておかなくてはと思う。子どもたち
　と一緒に、また自分も成長させてもらい
　たい。

 



 

 
・子どもたちは「子育て」ではなく、自分
　の力で育っていく「子育ち」を意識して、
　対応すべきなんだということがとても
　新鮮でした。いつも仕事の時、「早く　
　(^^;)」と口にしていることが多いので、
　子どもたちの状況を見て、もっと安心
　感を持って過ごせるように手助けして
　あげたいなと思いました。
・学童保育の仕事や自分の子育てを経て、
　今日のお話しをして下さったことに多
　く共感しました。子育て、子育ちを毎
　日の生活の中で実感できることで、こ
　こまでこの仕事に関わってきたように
　思います。きついこともたくさんある
　中、喜びや得るものも多く、自分自身
　も少しは成長させていただいたと感じ
　ております。体力の続く限り、自分育
　ても怠らないようにしていこうと思い
　ました。
・聴きながらメモするのは苦手なんです　
　が、「急がせてはいけない」というのが、
　自分としては印象に残りました。自分
　の子どもとの関わりを振り返ってみる、
　「あれ、これ急がせすぎかも？」という
　ようなことが、多くあったように思え
　ます。
・両親の苦労、不安が子どもたちの基盤を
　崩していくという現実を聞き、ショッ
　クを受けました。子どもたち、保護者
　からの相談に耳を傾けて、両者がホッ
　とできる学童にしていきたいと思いま
　した。
・「子どもたちは一人ひとり違う」「保護者
　の置かれている労働条件、経済状況を
　考えて」わかっているつもりでも登録
　児童の増加や指導員の不足でついつい、
　同じように動いて欲しいという気持ち
　が先に立っていたなと思いました。
　保護者にも、「もう少しこうしてくれた
　ら」「子どもと時間をとってくれたら」
　と思ってしまうこと多かったなと反省
　でした。「一人ひとり違った対応を」い
　つも心にとめておきたいです。
　新年度を迎える上で、保護者の方全員
　と面談することになり、子どものこと、
　家庭のことを聞く機会が増え、忙しい
　中で子どものことを考え、頑張ってお
　られることを知ることができました。　
　時には、自分自身の悩みなどを聞くこ
　ともあり、何かアドバイスができるわ
　けでもないですが、話すことで少し落
　ち着かれることもあり、それが子ども
　たちにもいい影響を与えてくれたらい
　いなと思っています。気持ちを新たに
　することができました。

・誰一人として苦悩を抱えている人はい
　ない。そして一人ひとり違うという言
　葉に、励まされたり、また子どもに向
　き合う自分の気持ちの持ち方にも、も
　う一度振り返り、自分とも向き合わな
　いといけない…と思いました。
・身の回りのことだけでなく、新聞を読
　んで、経済・社会のことをよく知り、　
　大人が日々勉強していくことが大切で
　すね。もっと視野を広くしないと、と
　思うことでした。

③

■今回の研修会講座＆分科会で印象
　に残ったことは、どんなことです
　か？
・（実践講座）私自身も本が大好きなので、
　「読み聞かせ」を通じて、子どもたちに
　本の素晴らしさを伝えられたらなあと
　思いました。ぜひ、「読み聞かせ」を実
　践していきたいです。他の児童クラブ
　の先生方の話を聞くことができ、良い
　経験ができました。
・（実践講座）もっと気持ちをゆったりと
　して、時間を過ごしてもいいのだなと
　思いました。分科会（グループ討議）　
　で聞いた言葉に、「消しゴムはないのだ
　よ」というのが心に残りました。
・（実践講座）遊びに入っていない子など、
　いろいろな手だてを学ばせてもらいま
　した。他の学童の先生方との情報交換
　も、初めてのことでしたがいろいろ話
　ができて良かったです。
・（理論講座－１）ほめるという事は、行
　動の後から。行動を二回言う、先回り
　せずに、いつも余計なことまでいう自
　分を反省しました。
・（理論講座－１）子どもたちに会いたく
　なりました。今まで４月の身体測定、　
　９月もえーっと言いながらやってまし
　た。とっても深い意味があったんだと
　実感いたしました。子どもたちの成長
　に合わせ、服のにおい、もっと視野を
　広げて、子どもたちの行動後の２回ほ
　める！！　
・（理論講座－１）子どもの貧困は、目に
　見えて分かること（制服や体操服のよ
　ごれ、体臭等）の方が多いと思いますが、
　うちがわの部分にもあるということを
　知れた。『ほめる』のは、おだてるとは
　違う。子どもの行動をみとめ、行動し
　たことをくり返して言うことが大切で
　ある。

  

・（基礎講座）４月から指導員をはじめま
　す。みなさんの経験談。とても参考に
　なりました！！
・（基礎講座）学童保育は、遊びの場では
　なく家庭の延長で、家庭とおなじ流れ
　を作ることが大切なんだと思ったので、
　安心して過ごせる環境を作れるように
　努力しようと思いました。グループで
　の話し合いは、いろいろな話が聞けて、
　アドバイスもいただけたので、明日か
　らの子どもとのかかわりに生かしてい
　きたいです。
・（基礎講座）グループで話し合いを行っ
　たとき、親が安心して仕事ができるよ
　うに、生活を支えるような支援ができ
　ることが基本だと言われていた。それ
　を頭に入れて、子どもと接し親や学校
　ともコミュニケーションをとらないと、
　と感じた。
・（基礎講座）ベテランの方から、新人の
　方まで一緒に話せる機会が少ないので、
　とても貴重な経験ができました。
・（理論講座－２）よく子どもたちの話を
　聴いてあげようと思いました。（家族に
　ついても同じくそう思いました。）時に
　は、日頃やその時の心境で、「自分でし
　なさい」や「知りませんよ」と声をか
　けてしまったので、とても反省しまし
　た。自分で考えて欲しいときは、ただ
　見守るように気をつけたいです。
・（理論講座－２）子どもに対してのリフ
　レーミングの大事さを知った。
・（理論講座－１）養護の先生の現場から
　のお話を聞き、興味深く、またなるほ
　どと「そうなんですよね！」と納得す
　ることありと、今の小学校の現場を予
　想はしていましたが、世の中（大人の
　様子、親の様子）も改めて考える機会
　となりました。
・（理論講座－１）子どもの貧困について
　は、テレビや新聞等で目や耳にしてい
　ましたが、実際、養護教諭の先生より
　話を聞かせていただき、とても勉強に
　なりました。子どもの体調が悪い時の
　対応の仕方も勉強になりました。
・（理論講座－１）子どもたちの「ありが
　とう」のお話しです。特別な日の特別
　な料理ではなく、普段の包丁の音や食
　材のにおいを子どもたちは覚えている。
　学童でも土曜日は毎週買ったお弁当の
　子もいます。指導員として何かできる
　かを考えると、時にはお皿に入れてあ
　げるとその子も他の子をうらやまし　
　がったり、気持ちが荒れたりすること
　も、少なくなるのかな～なんて思いま
　した。

【鹿県児童クラブ連絡会　2014 年度第８回新年度を控えての指導員・学童保育研修会　アンケート・要旨】
・市町村名　　薩摩川内市（１）　鹿屋市（１２）　霧島市（２８）　日置市（３）　姶良市（６）　指宿市（３）　垂水市（２）

　　　　　　　いちき串木野市（１）　さつま町（１）　志布志市（２）　曽於市（１０）　南さつま市（４）

　　　　　　　南九州市（１）　西之表市（１）　奄美市（１）　　初めて参加した（２５）　　参加したことがある（５１）



④

（前ページからのつづき）

　減ることを前提に基準をつくるということは、そうい

う問題　を認めて基準をつくっていくことになってしま

う。ある状況　を基準にすることではなく、良くしてい

くという長期的な視　点で基準をつくるべきで、平均値

でつくるのはまずいので　はないか。

○開所時間は、市町村が地域の実情に応じて決めていく

こ　　と。考え方を明確にするということではないか。

○パート職員にも研修が必要だという意見に賛成。研修

履　　歴の整備が必要。基準になるのは登録人数を基本

にする　　という意見に賛成。施設は、高学年のための

着替え場所な　ど多目的に使えるスペースが必要。遊具

なども高学年受け　入れを考えて整備が必要。児童の健

全育成を考えた整備　　が必要では。

○資格は児童厚生員を前提という意見。「放課後児童ク

ラブ　ガイドライン」ができて、市町村もそういう方向

ですすめて　きた。そこをベースにすべき。パートの指

導員もしっかりと　研修が必要。６項についてしっかり

としてほしい。

　最後に次回の委員会は９月30日（月）に行い、関係団

体のヒアリングを行うことを確認して終わりました。

　放課後児童クラブの基準に関する専門委員会では、１

２月を目途に「取りまとめ」を行い、社会保障審議会児

童部会、子ども・子育て会議で報告や検討を行ったのち

 
 

 

『日本の学童ほいく』購読及び普及・拡大のお願い
　今日、学童保育と入所児童が増え続け、
今後も激増することが予測される中で、私
たちが学童保育つくり運動のなかで大切に
してきたことを守り・発展させて、よりよ
い学童保育をつくっていく課題は大変重要
です。そのためのとりくみや運動、実践を
発展させていくために欠かせない月刊『日
本の学童ほいく』の役割は、ますます大き
くなっています。
　
　『日本の学童ほいく』は全国学童保育連
絡協議会の機関誌であり、学童保育をテー
マとする日本で唯一の専門月刊誌です。現
在約 40000 部を発行しています。
掲載内容――
●読者である父母と指導員が自らつくって
　いる雑誌
●働きながらの子育てに役立つ雑誌
●指導員の実践に役立つ雑誌
●学童保育の運動をすすめるのに役立つ雑
　誌 
●父母と指導員が共感をつくる雑誌

 講演：加来　宗暁（鹿児島県連絡会会長）

　演題：「子育て支援新制度について」

研修講座：指導員の仕事／田間　美沙緒

2014 年 11 月 16 日

奄美市伊津部小学校

　全国連絡会では、広く学童保育関係者に
とっていっそう役立つ誌面をめざし、各児
童クラブ関係者（指導員・保護者など）の
みなさんへ購読・普及拡大のとりくみを、
県及び地域連絡協議会を通じて行ってきて
います。
　鹿児島での購読者は、2002 年の４０冊か
ら 2010 年には１１２冊と倍増し、2014 年
は１７７冊と購読数を増やしてきています
が、県内に４０１の児童クラブ・学童保育
所が存在する中で、購読者数は決して多く
ありません。
　購読希望の児童クラブ・学童保育所にお
かれましては、下記申込用紙にて、県連絡
会事務局までご連絡いただきますよう、お
願いいたします。

 

 
購読者数の拡大で、県児童クラブ

連絡協議会の財政支援を！

県連を通じて購読すると購読手数

料が、県連に還元されます。

是非、ご協力下さい！

 
 

 月刊『日本の学童ほいく』購読申込書

　下記申込書にご記入（児童クラブ名・購読冊数・送付先・担当者）の上、FAX にて
送信していただきますようお願いします。

■定価・送料、振込先
　※　定価３４０円　毎月 15 日発行　　　　 ※　振込先
　送料　　　　　　　　　 （年）　　　　　　　鹿児島銀行　隼人支店
  毎月１冊…78 円×12 月＝936 円　　　　　　普通　９３２３９６
      2 冊…94 円×12 月＝1128 円　　　　　 名義：鹿児島県児童クラブ連絡協議会
　    3 冊…110 円×12 月＝1320 円                月刊誌担当　岩元　順子
       ４冊以上は無料
※１年分の前納払いを基本とさせていただきます。ご入金後に購読を中止なさる場合   
　でも、返金はいたしかねますのであらかじめご了承ください。
※連絡先　　　向花小児童クラブ（ＴＥＬ0995-45-8785）　
　　　　　　　『日本の学童ほいく』担当　　岩元　順子

児童クラブ名 
（送付先） 

 
（住所） 
 ＴＥＬ           ＦＡＸ 

購読冊数 （冊数  × 送料    ）＝ 合計    
担当者  

送信先：ＦＡＸ ０９９５－４５－８７８５ 




